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研究テーマ

　生物の体の構造（形態）は、その動物が行う運動（機

能）に適しているはずである。人体の構造（とくに骨と

筋）と動作を力学的な方法（バイオメカニクス、生体力学）

を利用して分析し、形態と機能の関係を明らかにする。

研究概要

1．高齢者の歩行分析

　高齢化社会が進行しつつある日本にとって、高齢者の

健康維持・増進は本人だけでなく政府や地方自治体に

とってもとくに医療費節約などの観点から重要な課題と

なっている。歩行動作は、全身運動であり、高齢者が積

極的に持続して歩行を行うことによって健康維持・増進

が図れ、また下肢の筋も鍛えられるので寝たきりの原因

となる転倒の予防ができると考えられてきた。しかし、

歩行では下肢の駆動力の大半を重力から得ているので、

下肢の筋を鍛えることはできない。

　まず、高齢者の歩行に関する研究が少なかったため、

高齢者と若い人たちの歩行を比較し、高齢者の歩行の特

徴を明らかにする必要があった。その結果、高齢者では

歩行速度が遅くなり、それには歩調（1分間の歩数）の

減少よりも歩幅の減少が大きく関わっていることがわ

かった。また、股関節や膝関節の運動範囲が小さくなる

ことも明らかとなった。対象となった高齢者の下肢の筋

力を直接測定した結果や MRI による筋の断面積の測定結

果から、歩行におけるこれらの現象の原因は、下肢の筋

の力の衰えであることが判明した。これらの結果をもと

に、高齢者に対して下肢の筋を鍛えるトレーニングを実

施し、その効果が歩幅の測定によって判定できるように

なった。現在は、高齢者の階段昇降動作について分析中

である。

　高齢者における筋力の衰えは明らかとなったが、筋を

コントロールする神経系の衰えがどの程度のものなのか

は、まだ未知である。これを評価するための新たな実験

方法を考案中である。

2．様々な運動における筋と骨の役割の分析

　様々なスポーツ競技における動作分析と筋の働き、そ

して体に与える影響や効果の分析を行う。次の課題はラ

ジオ体操第 1と第 2である。

3．コンピュータマネキンの国際規格作り

　人間工学の分野では、設計した製品の試作品を、その

使用者として想定される様々な人々に直接使用してもら

い、改良を加えた上で市販する。しかし、対象が広い範

囲に及ぶ場合、このテストには莫大な費用、手間、時間

がかかる。今日、ほとんどの製品はコンピュータ内で設

計が行われる。そこで、前記のような問題を解消するた

め、人体の方を数値化し、コンピュータ内に入力し、そ

の仮想人体（ヴァーチャル・ヒューマン＝コンピュータ

マネキン）に製品を評価させる試みが始まってきている。

しかし、現在のところ各国、各社がまちまちな規格のコ

ンピュータマネキンを製作、市販しているため、この分

野の発展が阻害されている。そのためコンピュータマネ

キンの国際標準規格の制定が ISO（国際標準化機構）に

おいて進行中で、そのメンバーとして原案を作成中であ

る。
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